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書は、1940 年に出版された “Dance; A 















































































































































































































































































































ン（Walter Benjamin, 1892 -1940年）が1936
年に発表した “Das Kunstwerk im Zeitalter 
seiner technischen Reproduzierbarkeit” の邦訳
書である（この論文の邦訳は他にも、晶文
社、ちくま学芸文庫などからも刊行され
ている）。
複製を手掛かりに芸術の本質を捉える
この論考において、過去から現代の芸術
は常に原理的に複製可能であったとされ
た。古代ギリシアのテラコッタを複製芸術の起源とし、中世の腐食銅版画から19世紀初頭のエッチ
ングをその系譜として論じた。そして、芸術と複製の重要な転機に、19世紀中葉の写真を挙げたの
である。
写真によって芸術は何を変容させたのであろうか。写真は質の高い複製を大量生産する。したがっ
て、それまでの造形芸術に不可欠な「手わざの価値が変容」したのである。これに伴い、かつての芸
術が「いま」「ここ」にしか存在しえないという一回性に支えられ、その真性の象徴「アウラ」が喪失す
るというのである。これこそが、この論考で導かれた芸術価値の変容であるが、ベンヤミンはこのよ
うな芸術の変貌を憂いてはいない。むしろ、芸術が一回性に根差した「礼拝的価値」から移動可能な「展
示的価値」へ移行することで、より多くの受容を可能にするとして、例えば映画産業やダダの動向を
肯定的に捉えたのである。この論考は、芸術をメディアと見做し、社会や政治文化に照合し分析を加
えた点においても先駆的な探究である。（本田悟郎）
『ベンヤミン 
「複製技術時代の芸術作品」
精読』
著者：ウォルター・ベンヤ
ミン
訳者：多木浩二
出版：岩波現代文庫
出版年：2000年
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2-17　解題『みる・かんがえる・はなす 鑑賞教育へのヒント』 
人が作品に向きあうとき、美はいかに
生成されるか。著者アメリア・アレナス
は1984年から1996年までニューヨーク近
代美術館の教育部で活動し「ビジュアル・
シンキング・カリキュラム（The Visual 
Thinking Curriculum）」を専門的に実践し
た。ここでは、作品を見ることを出発点に、
対話を通して鑑賞者の経験に根差した自
由な発想を積極的に引き出そうとした。
グループで作品を囲み、教育プログラム
参加者たちの言語活動を誘発する。その過程において作品に深く向き合うこと、つまり、「みる・か
んがえる・はなす」という行為から新たな価値を生み出そうとするのが、アメリア・アレナスによる
鑑賞実践である。これは「対話による鑑賞」とも呼ばれ、美術館の鑑賞だけではなく、学校教育にお
ける図画工作科、美術科の鑑賞にもその理念と方法論の両面から大きな影響を及ぼした。
本書は鑑賞のあり方を問い直すものである。著者による鑑賞の手法の解説ではなく、人間が芸術作
品に向き合うときの様態から鑑賞の理念や考え方を導くものである。鑑賞においては、教育者に不可
欠な美術の知識や理論などを、同じように鑑賞者の側もそのまま知識情報として学び、それを鑑賞の
拠り所にする必要はない。鑑賞の価値と本質は、「観察、思考、言語活動」を通して、子どもから大
人までの多様な鑑賞者が「開かれた作品」の再創造にあたることである。鑑賞者が作品そのものとコ
ミュニケートすることの重要性こそが本書を通して再認識されるのである。（本田悟郎）
3　あとがき
芸術教育文献に触れた方に「人間にとって本質的に重要でも地味なこと」として、児童の大怪我後
の復活を助け、晩年の認知症の老人の生きる支えとなった3例を示したい。
「交通事故により後遺症を負った児童の回復過程と美術」と題する口頭発表を〈第32回 InSEA（国際
美術教育学会）世界大会2008 in大阪〉にて当時、宇都宮大学大学院1年生の金澤貴子氏が行った。交
通事故で頭部に大怪我をして幼児程度の知的活動や運動しか行えなくなった小学6年生の実妹が、医
師の指導と家族の手厚い看護のもとで、低次の美術活動から始めて最後には高校・短大の入試に合格
するに至るプロセスを研究的に発表した。
また、題目「人間理解と美術教育　－絵が好きな79歳の祖父と美術科2年･20歳の私」の口頭発表を
〈第39回日本美術教育研究発表会2005（InSEA-JAPAN）〉にて当時、宇都宮大学教育学部2年生の浅見
英孝氏が行った。若い頃から絵を描くことが好きだった祖父が晩年に認知症が重度化の過程にあった。
言語表現能力は後退し、写実的な描画能力は低下しても、描画行為の時間が祖父の人間らしく生きる
支えになったという研究報告であった。
2012年8月に、筆者は87歳の母を亡くした。重度の認知症の末に危篤状態になり、他界するまで
に50余日の時間を得た。大きな声で話しかけても筆者に目を向けることはほとんどなかった。そこ
で筆者が行えたのは寄り添うことと、小学校で習い覚えたハーモニカで母がよく口にした懐メロの演
奏ぐらいであった。母は眼を細く開き、懐メロのハーモニカの音に顔を向けた。その眼に涙が流れて
『みる・かんがえる・はなす
鑑賞教育へのヒント』
著者：アメリア・アレナス
訳者：木下哲夫
出版：淡交社
出版年：2001年
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いることが何度もあった。
この3例だけで結論づけることはできないが、美術や音楽が生涯の始めと終わりに人間らしくある
ことに大きな力をもっていることを否定することはできないであろう。そして、身近に体験し感動し
たことは、明確に伝えることができる。芸術教育文献を一読し、その記述に促されたら、素朴な芸術
活動を身近な人とともに行ってみてはどうだろうか。（山口喜雄）
付記
１）「芸術教育文献解題2」は、研究代表者、山口喜雄の企画・発案によるもので、本論の編集は、本
田悟郎が行った。本論の執筆者は、文頭に記載のとおりである。
２）各解題の執筆者名は、解題ごとに文末に記載した。
３）解題にあたった文献の名称、著者、出版社、出版年等は、それぞれ文中の図版に添えて記載した。
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